
2 4 林業荒械の効率的作遠技術

1.試験担当者

作業科長:中村英石

2•試檢目的

梭後における林条機械作类の進罷には垂々しいものがあるか,その作業技術の中には币:哽であ 
りながら一役技街者から見落とされ,未瀏jのままに浅されている3皈も少なくない。本試拠は 
それらに再検討を加え,梅淞械の性能を幼釆的に灸抑させる技術を礁立するために•幾つかの 
サプテーマを投け・取妾かつ解決の見込のあるものから遊次取り祖んで行こうとするものて•ある, 

なおできるだけ早急に成果をあげるためには林典のみでは兵力不足であるので,われわれの涧 
査と平行して.国有林およぴ府県研究核関に利するブロジェクトリーディングを強力におニない 
共同して成果の拡大と実用化を推進する匸当面のサブテーマは砌材•樓・索泌用の展株アンカー 
の・節度試験。⑧.集材•機用ガイドブcックの院金損供防止忒旗。©,チェンソー使用技術の3つ 
である。

3•前年度までの経酒とえられた紿票
③ 集材檢索道用根株アンカーの强度拭験は前纲〇て・ー宅終rしたのであるか,さらに茨適 
試孰として設計し商して,弓陪続き•栃木,兵随,珞根,髙旬(密劫の名県聰研究後関の協刀 
のもとに縄充を進めている°最終的取りまとめは未だ終っていないが,スギ・ヒノキ,アカマ 
ツ,カラマツ・ナラ«プナ等について根株の太さと独度との関係,根楝に力を加えて行なった 
幼舍の饲伏角とその状態における残留強度との関係については,かなり多くのデータが帯られ 
たので,取りあえずの資料として瞥及面に流している。その觸便は,樹秘•径級,立地糸件あ 
にもかなり大きなパラッキがある舟,一足の傾向としては径・2 QSて•1.5 I 〇 n , 5 Dex?で 
3. 5 t 〇 n , 4 〇 cmr： 5. 5 t 〇 n , 〇 Qgで8 t 〇 n 程度の最低値;線を考えてよいこと«,様 
採が盘大の抵坑を示すのは倒伏角が5 °前後の状態忙なったときであることなど ・疫っかの 
注目すべき事実が明らかになった。
中間的級吿ば日本林栾技術協会発行,岐近の林業技術№1〇 ,中村英似陪,「集材機,索谊 

用根株アンカーの強さ」に究表してある。
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R嶼片Eイドブロックの貌索很縄防止試験は,近年市販されているガイドブコックのかな 
•)ろ くのtのが,より即!极に若しい損煜を受けており.そのことはワイヤ=ープにも专 
Vc好Wを・与えていることを意残していることを知ったので,詳細な灵北夠正と汚現試山にょ 
リさの発生原出を追呢し・燈索防止の手段を径見しようとするものである〇
丽年asでは現地辭奁に求点を縁h ・各地の妝｝にあるブレックの精強なは洱状況の点検・ 
泌站•脱素ガ故がありやすいと思われる条件の規・埠您诚につとめて,かなりくわしく実懸を 
っかなことができた。
© チェンソー使用技術に関しては過去の政作研究.功程顺等の過’程において,エンジンの回 
垢速依:と斓f面暗速既の!H!にかなり注目すべき相関預向のあること・また,現在各現坦での 
鯉撕技術は懐權の性能を卜分発押させているとは云い得ないことを発見したので,まず蚓折技 
術そのものの改営の研死から出発した。
試用機はマッカラー1-7 2.ラビットG—151D,ニコー-C S-8 〇 •同c S-I〇〇, 

ホームライト7 0 〇 D ,同Z1P .冋XL- | 2,たどでおったか•いずれん爲率的您備状通 
•CCi 6 0 0 0 r.p・以前後になるように圧君力を调節した際に燈も速く ［密沂できること,手持ち 
平行切りが架台(平行)切りよりも速いこと.刃土たり艮が大きくなるにつれて湘析速度がお 
そくなること,チェンの緊米度の決定は更要である舟•熟による伸長状和が条件により非常に 
麦化するので,一KI田どれだけと決めるわけにゆかないなど多くの注目すべき倾向を発見する 
ことができた。この結燃も逐次消湃や各種出牌:物を通じて普殳に流して来つっある。
中間報直にはイ I年2月,破械化部作業料の叢榜m%「チェンソー作栄改善のための干術的 

酒汗(耳•1鄙)(中村,WAH )デあ& z

ん4I年度の試陸計画

@ は当林試としては終了したことになっているので省域する“

每)脱索耶故等作業索の•小故は現夹にはかなり多数発生しているにもかかわらず,死傷歩故はっ 
なかる罪例が少なく,またわれわれら出故現規K行き当ることは非常にまれであるので,京因 
となる発生条件を故忍するのが困離である。それで哭態綢査を続行するとともに.多くの目で 
多くの熨埸を洗って見るたわに衝瀉.拐木,山梨,畏野,広烏・受峻•商知,宮綺,與児日 

の各県試:,験研究极関に対するプロジ、クトリーディングをおこない,述絡混験の形を取って広 
域調/を試みて,可及的すみやかに障省発生因子を見出し•適切な対策を立てられるよう扩し 
た。
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"ナエンソー.
•いー心 •- • . • ,
行切りより・渤あ战つ宛理由の風お・切れ蛛の去化と句冷性龍尚心::じの関迎•を以;" 
殳することにした。他方より多くの技術者かこの問明に取り宣むようにす,”こう二•a・一 

ついても述藉試験を併用し,秋叽 富山,砂,釦iL・兵虬I艸,每爆,诚,福尚,牡太 
の各県試我所究扱囹を括ぜしつつ共同して湖題点の惬見とポ決;こ、勺っている。

5. 41牢度の試後経過と結杲

@ 当研究室のガイドブコックの脱索鸠充は王として浴田的・薯首内忙おいて脱翌損塔痕のある 
ブUックの詳緬な剥在をおこない.澎状,負我顶心位澄と損傷敖巨の归保を阁オし1さら;(： 
取り付使用方法の以良によるび故発生率の軽減を図るために也リ付け方法g化させて若干の 
再現試験をおこなった

その紡果,関板の形状の改善によって,かなり大炯に爭故率を軽波させ從る見込みがっいた 
ので.各メーカー心殳計改善方の勒告をおこない‘すでに各社とも改良型ブコックの試作成い 
は坂売を開始している。

また・峙に脱索し期い条件の個所に使用するブコ・ンクにがしては,シャックルを長いむのに 
取り祷えて使用することにより近心と力点の関係位/を変化させて晚索・を減少さ志る可能性も 
見出された。

そのはか,台付上ーブの長さを会更すること・台付n ーブとプロックを一体になって:.:幷呂さ 
せるための添え木を刍てることなどによっても脱索琵生・を抑制する見込みが出てきたのでそれ 
らの悄報を各ガ面に流して检前をうながした。
各県のi野絡ヨ骐はさし刍り実態把捱に帀:点を・き・広範囲に多くの現碼について调査を進め. 

われ;bれと情段を文彖しつつ研究を続けて、・、る。

©チェンソー作楽については材の破飲と上刃目立角の国卷はほぼ一般指導却?Z示されていると 
治りであることを確図した疥.硬木に,J、角度が挽している理由として.プレード周辺の溝の中 
におけるドライブリンクの側圧摩擦抵抗がその主因であるらしいことを発見した。気化器はH1 

詞笼が意外にデリケートで必ずしもメーカー側の捐示通りで最高性能を示し得るとは限らない 
こと・またその微妙な関整の如何によっては性総須向に顕若な变化か生じることを知り•今史 
で余り注意されていなかった蝴整の旅要性をみとめることができた。刃当り長の変化について 
はそれが大きくなるほど,すなわら,材の直後が太いらの［士ど鍛断面拔速度が低下して行き, 

迎QJ、谨伽,と,速く切れ".［向がおることを窝見したが,ただ注意すべきはぎわめて小径のも 
の.すなわち侄5—裡度上时!:いもごにおいては.デブスゲージ前寒が材と蹒するよ5忙な 
って竹ぴ以に大Y く認所面粮泌岐が低下することである°したがって蒂戾材や,しいたけのは 
だ木などめ‘或のようにeとして小墜坊をづる』’・抢ぱはマイクロガート・チェン等・カッターの 
前のリンクに潛らかな突起を傍:したチェン・•を以用して.デブスゲージとi,j•との欧矣をさける必 
妥のあることを確:22した。なが.熙台聪りか手持あ平行PJりより速度が去る現象妹•上紀刃当 
り辰と网保があり.手^ちの・洽ほ志老後の内に自然と若干のゆさぶり動作をともなうため. 
それぞれの岡間における刃当り長が短かくなることに起因すると考えられたので,童鎌的にゆ 
さぶりを与えて高速笥斯の試みをおこなったが.われわれの技龍ではどうしても鉛断海の風れ 
舟生じるために挽・阳の増大などのマ fナス愛未が混入してしまうので今回は不成功に終った. 
これにはかなりの熟練を要するらのと忌われ万ので今釜更、域習してスたい。切れ味の变化と 
熊断性旋笑化の問題は,刃の钝化につれて縮瞄積速度の階ちることは勿わであるが•何時に 
強いりで機体を材・に圧治しなければ鑑断でさなくなるので褒労が増すばかりでなく,抵動も手 
に強く智くようKなる。史た.無理にブレードを村におしっけろために.チェン.スプロケッ 
卜,遠心クラッナ誓の動力系,號に;掘用の負扣をかけ,奇命誓;沁ろ粘采にもなろ。なおカッター 

の鈍化するにつれて崎站断面殖速度の汚られる回耘敎が6,。 〇 Q :•.p.n:から5.0 0 3 r.p.sn 

へと低下してくることもわかってきた。このことを逆に云えばハート・ク=ー厶メッキ通の無い 
チェンを使い,なめらかなヤスリを使うなどして"丿れ味を•更に向上させ" ること芥订能になれば 
現在よりも更に高い回虻速度で衆高癌断性能を発抓ーごきる河1 世性が兒えてさたことになり,そ 
れによって,より僅がの労力で,より速く,より檢械に縦也のかからない作楚がで¥る汙う. 
非常に合理的な作業技術に到迷できる見込みがでてきた。
各県林試においてもこの拈報を基にして・樹徳•径級,樓环,気集条件等の異った場合ぼっ 

き・ほば同様の研究を進め.チェンソ一作羔技術改啓に取り組んでいる。
4 I年度成果の中間報告は,とりあえずスリーエムマガジンI 9 6 6年I 0月号と12月号 

に「チェンソ一作聲の不思議」として.ー殷現場技術者の研究心を呼び起こすことをも企図し 
て発表しておいた。

6.こんごの間心点

每)集材機作業に関しては果材披用作業索は,ガイドブロックの脱索(皆吊り脱ポ)のみならず 
芸:石その他の地物によっても非常な損傷•を受けながら酬らいているび,その実您,特にどのよ
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うな秋憩なら.どの位損滝するかという茲宝の火伐^把托・;全くなされて■•・、左い”それけ皿" 
な仕歩であるけれど.安全の而がらも轻話の而からも決して無視できない悶过であるので,qi 

也蹈殊究者のみならず・すべての決均技術者の共问の魂題として戒り上げて行く必疫があろ

なお.集材极碌線の設計は・我在,衆范踵M算手法をそのi主流用しているが・これだけ 
では全く不十分である。もちろん・柴材帔作楽技術者は尚としてその程度の殳“修算技術は 
当然身につけていなくてはならないが.しかし,それだけでは.!(用技宛として完全ななのとは 
いえない。架初•极作業の各索において火源に発生する弦力を常に監祝で普るような卷便唯価な 
計器の開発と突用化.或は追度狼力斜"を主索3な5作斐索に［仪りつけるなどの方法に.!. 
り,灾倩に適した柴材扱理営技的を陀立しなければならない。

© チェンソ一作鄭に网しては.その使用技汚についての硏究が非常におくれており,前述のよ 
うな初歩的調五ですら园の内外において訓わばパイオニア的调査として注目される冇樣である,, 
それは従来相定技徳器の大印分が機:成の分所結合などけ械そのものをこね水わすことにのみ興 
味を持ち.本来の任務であるところの?・呢をどのように使って.仙何に、して煥商の成采をあげ 
るかということへのI爵心が苒かった結果であると想われる.今までは使用技術に関しては製睫 
阪売業者の指示する所に百従して來たというのが灾祐であり.その中にはすでに幾つかの踱間 
点や誤りも発見されている。この分野にはソーチニンの切。翔稔など,基礎的で非常に困難な 
問題も残されているが,それらの正しい解決に至瞼するためにも,如何にして現存の扱假を勃 
宰よく使弔するかと云う作斐技術の問題をできるだけ煮つめ,使用技術水準を高めておかなけ 
ればならない。以段階は単に若干の入口を兄っけ很た程度にすぎないので,今後は硏究標閔グ 
ルーブや哭場技術者との期力紀より,すみやかにそれらの解決を図るとともに,当然次々と充 
見されるであろう多くの問題点に取り組んで早・急の解決を導き出して行かなければならない。
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2 5.林業労働安全に関する研究

1.煎ユ担当者

作業弟一而究室:辻 临招,渡辺庄三ぎ,石井為ゑ

2•觀駭冃的

林業労働の災将防止に対すろ基礎す料を彳恥。

3.前年度までの径遍とえら!^た結杲

昭和3 8年度にふ、ける国有林评中某における公務災馬:こついて,昭和4 0年う月公拷災書分折 
讃告;!;ととも;こ,下記の上うな表にまとめてお新亍へ次告しれ。
昭和3 8糸度国有林外性漿公務災害の分析
1. W吿.'J 公務災害分析
2. 梳計表

様式1 劾続年细U •年S附眉別,刃女別災害件数(8 8 ro

様式2定R内外別,屈用区分别,・らぴ(二賞金支払形熊別災害件取(8 8枚)
様式3災客程度別,部位別,湯病名別災枠件を(8 8枚)
様式4作業行動別(耍治作業别)说害滝生获況(.5 9枚)
様式5災害発生経過の分類(15 6枚)
様式:6 受災時の使用機械。器R等の調农(110枚、
様式7 加宕物件詞表(11〇枚)
(注)各様式とも従郭作業(6 8種須)ごとに分類集計してある.

丄4I年度の試験経過と詰果

作楽洵1針究室において,その後昭和3 8年変における公務災害の発生状況を発生装因,時刻 
年齢,作業方:どの而から分析を引続いて行ない.また労働科学的東面からの検討«,併せ行まって 
その結果を別剧のように昭和41年1〇月あ2 5回全国注業安全大会で発表した(綿文巻末務考 
資料参照)。

この別刷の中に示した波の内容はその項目の主なものについて述べたものである。各従书作菜
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